
 

目   次 

◆ プログラム     

◆ 発表演題一覧   

◆ 抄録（全１３０演題） 

◇ 第２部 口頭発表（６1 演題） 

区 分 演題数 ページ 

１ 子供の育成を促す支援 ４演題 1～8 

２ 重層的支援体制の強化に向けて ４演題 9～16 

３ 検査・発生動向分析 ４演題 17～24 

４ 公衆衛生従事者への人材育成 ４演題 25～33 

５ 支援者に対するアプローチ ４演題 ３４～41 

６ 地域全体の感染症対策の向上 ４演題 42～49 

７ 若い世代の健康をサポートするために ４演題 50～57 

８ 業務改善・DX 推進 ４演題 58～65 

９ 地域連携推進に向けて ４演題 66～73 

１０ 効果的な健康づくり ３演題 74～79 

１１ 地域住民のためのネットワークづくり ４演題 80～87 

１２ データを活用した検討と実践 ４演題 88～95 

１３ 自治体間の協働と連携 3 演題 96～101 

１４ 住みよい地域を目指した体制整備 3 演題 102～107 

15 普及啓発のアイディアと工夫 ４演題 108～１１５ 

１６ 多様な健康危機への対策 ４演題 116～123 

 



 

 ◇ 第３部 ワークショップ・シンポジウム（８演題） 

区 分 演題数 ページ 

ワークショップ「地域実践の視点から考える連携の可能性」 ３演題 124～129 

シンポジウム「創造力と協創で実現する新たな公衆衛生」 ５演題 130～139 

 ◇ 第４部 ポスター発表（８演題） 

区 分 演題数 ページ 

ポスター発表 8 演題 140～155 

 ◇ 誌上発表（５３演題） 

区 分 演題数 ページ 

Ａ 効果的な健康づくり ５演題 156～165 

Ｂ 母子保健 7 演題 166～179 

Ｃ 精神保健福祉 ５演題 180～189 

Ｄ 地域連携推進に向けて 6 演題 190～201 

Ｅ 普及啓発・地域住民のためのネットワークづくり・業務改善 9 演題 202～219 

F 感染症 ７演題 220～233 

G 多様な人材育成の取り組み 14 演題 234～261 
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◆ 埼玉県健康福祉研究発表会の歴史  


